




令和４年度生物多様性
認知度調査中間結果

令和 年 月 日
自 然 保 護 課
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実施期間
令和 年 月～令和 年 月

調査方法
○自然保護課 発行 や 生物多様性 ップ 掲載さ
い 施設 協力 い ，来館者・来園者等 対 アン ー
ト 実施
○宮城県 自然保護課 HP 閲覧者 向 アン ート 実施
○宮城県職員向 職員掲示板 活用 アン ート 実施

サンプル数
施設： 件 令和 年 月 日現在
HP： 件

県職員： 件 計 件 令和 年 月 日現在

質問項目
別紙 2



集 計 結 果
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Q1.年代構成

• 割合 50代 最 多 ，次い 30代，20代 多い結果
• 後述 職業別構成 ， 公務 回答者 最 多 ，宮城県職員対象
アン ート 実施

• そ 他 概 ， い年代 回答 得

14人
2.1%

36人
13.8%

103人
15.3％

109人
16.2％

93人
14％

170人
25.3％

83人
12.3％

56人
8.3%

5人
0.7%

4人
0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 未記入
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Q1.圏域別割合

• 回答者居住地 ，7割以上 仙台圏内
• 人口 偏 ほ ，県職員 アン ート回答数
影響 大 い 考え

無回答=12
無 効=7

8人
1.2%

12人
1.8%

17人
2.5%

514人
76.4％

29人
4.3%

10人
1.5%

24人
4.3%

53人
7.9％

6人
0.9%

グラフ タイトル

気仙沼 栗原 県外 仙台 大河原 登米 東部 北部 未記入

5



Q1.職業構成 職業 回答者数 割合

農業・林業 2 0.3%

漁業 0 0.0%

鉱業・鉄鋼業・砂利採取業 1 0.1%

建設業 6 0.9%

製造業 4 0.6%

電気，ガス，熱供給，水道業 1 0.1%

情報通信業 3 0.4%

運輸業，郵便業 2 0.3%

卸売業，小売業 6 0.9%

金融業，保険業 5 0.7%

不動産業，物品賃貸業 0 0.0%

学術研究，専門，技術サービス業 10 1.5%

宿泊業，飲食サービス業 3 0.4%

教育，学習支援業 37 5.5%

医療・福祉 20 3.0%

その他のサービス業 12 1.8%

公務 371 55.1%

児童・生徒・学生 77 11.4%

無職 88 13.1%

その他 20 3.0%

未記入 5 0.7%

計 673 100.0%

一次産業

二次産業

三次産業

そ 他
• 公務 割合 最 多 ，55％ 超え 次
い 多 無職 ， 児童・生徒・学生
併 全体 割ほ

• 公務 回答 多 三次産業
従事 回答者 割合 大

一次産業 2人
0.3%

二次産業
11人
1.6%

三次産業 470人
70.4%

そ 他
185人
27.7%

一次産業 二次産業 三次産業 そ 他

※令和 年 月11日現在
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Q2.自然環境 関心
• 割ほ 回答者 ，自然 対

関心 あ 回答 ほ ，
やや関心 あ 回答 割合 含 ，9割
ほ 回答者 自然 対 関心 持 い
わ

• 昨年度 ， 関心 あ い 16％ほ
減少 い ※宮城県職員 アン ート 実施

， 興味 持 い 施設来訪者
回答割合 減 考え

281人
41.8%

330人
49％

51人7.6%

6人0.9% 5人0.7％
自然環境 関心度

1. 関心 あ 2.やや関心 あ
3.あ 関心 い 4.全 関心 い
未記入

284人, 18%

889人, 57%

308人, 20%

56人, 4% 20人, 1%

内閣府 生物多様性 関 世論調査
調査期間 令和 年 月21 日～ 月28 日
自然に対する関心度全国総数 18歳以上

．非常 関心 あ ．あ 程度関心 あ ．あ 関心 い
． 関心 い ．無回答 7



Q2.自然環境 関心

• 環境学習や自然 ふ あい等 目的 施設及 HP 回答 ， 関
心 あ 宮城県職員 回答 23％高 ，全体的 関心度 高い 分

• 宮城県職員 回答 い ，内閣府 実施 意識調査 全国18歳以上 比較
関心 あ 13％高い結果

108人
31％

202人
57％

40人
11％

3人
1％

自然環境への関心度 宮城県職員対象

1. 関心 あ
2.やや関心 あ
3.あ 関心 い
4.全 関心 い

173人
54％

128人
40％

11人
3％

3人
1％

5人
2％

自然環境への関心度 施設・HP

1. 関心 あ
2.やや関心 あ
3.あ 関心 い
4.全 関心 い
未記入
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Q3.生物多様性認知度
• 言葉 意味 知 い 回答 人 割合

，Ｒ 年度調査 42.6％ イント増加

• 言葉 い い 回答 人 割合
，Ｒ 年度調査 比較 半分ほ 10.3% 減少

343人
51％

257人
38.2％

69人
10.3％

4人
0.6%

生物多様性認知度

1.言葉 意味 知 い
2.言葉 意味 知 い ，言葉 聞い あ
3.言葉 聞い い 知 い
未記入

458人, 29%

672人, 43%

412人, 27%

15人, 1%

内閣府 生物多様性 関 世論調査
調査期間令和 年 月21 日～ 月28 日
生物多様性の言葉の認知度全国総数 18歳以上

．言葉 意味 知 い
．意味 知 い ，言葉 聞い あ
．聞い
．無回答 9



• 自然環境 関心度 逆 生物多様性認知度 ， 言葉 意味 知 い 宮城
県職員 方 13％高 ，全体的 認知度 高い 分

• 施設・HP 回答 い ，内閣府 実施 意識調査 全国18歳以上 比較
言葉 意味 知 い 15.1％高い結果

Q3.生物多様性認知度

202人
57.2％

128人
36.3％

23人
6.5％

生物多様性認知度 宮城県職員対象

1.言葉 意味 知 い

2.言葉 意味 知 い
，言葉 聞い
あ
3.言葉 聞い
い 知 い

141人
44.1％

129人
40.3％

46人
14.4％

4人
1.3％

生物多様性認知度 施設・HP

1.言葉 意味 知 い

2.言葉 意味 知 い
，言葉 聞い あ

3.言葉 聞い い
知 い

未記入

10



Q4. 生物多様性 いう言葉
何 思い浮

• 生物多様性 イ ー ， 種 多様性＞生態系 多様性＞遺伝子 多様性 順 強
い

• 目 見え い 遺伝子 多様性 理解 進 い い 思わ

複数回答

12

133

220

211

0 50 100 150 200 250

.そ 他

. 生 遺伝子 う

. さ 種類 生 い

.生 住 環境 山や川，平野や海 さ あ

(人)
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Q5.普段 生活 中 実践 い
(人)

• ふ 味わう ，比較的取 組 や い 回答数 多
• そ 以外 項目 い ，昨年 同様 傾向

複数回答

30

50

95

48

87

92

71

223

196

0 50 100 150 200 250

.そ 他

.生物多様性 配慮 農林水産物 選 買う

. コラベル 付い 環境 優 い商品 選 買う

.生 や自然 守 地域や全国 活動 参加

.自然 素晴 さや季節 移 い 写真や絵，文章 伝え

.自然環境や生物 い 本 調 ， ン ウ 参加

.農林漁業体験 参加 ，自然や生 ふ

.自然 中 出 自然や生 ふ

.地元 食 ，旬 味わう
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Q5-2. 行い い 思う行動
(人)

• 行い い行動 ， 地域や全国 活動 参加 生物多様性 配慮
農林水産物 選 買う ，普段実施 い い項目 上位 ，突出
多い項目 見

複数回答

22

97

90

98

56

87

85

64

68

0 20 40 60 80 100 120

.そ 他

.生物多様性 配慮 農林水産物 選 買う

. コラベル 付い 環境 優 い商品 選 買う

.生 や自然 守 地域や全国 活動 参加

.自然 素晴 さや季節 移 い 写真や絵，文章 伝え

.自然環境や生物 い 本 調 ， ン ウ 参加

.農林漁業体験 参加 ，自然や生 ふ

.自然 中 出 自然や生 ふ

.地元 食 ，旬 味わう
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Q6.行動 躊躇 要因
(人)

• 何 良い 分 い 情報 少 い 回答数 多
• そ 他 ， 躊躇 要因 無い ， 一個人 行動 知 い ， 強制
さ 無い ， 経済的理由 ， コラベル 商品 分 い ， 野
生動物 特 昆虫 苦手

複数回答

57

83

4

46

28

85

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

.そ 他

.情報 少 い，参加 催 物 少 い

.自然 失わ 特 困 い

.他 優先 あ

.緊急性 感 い

.何 良い 分 い
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ロ 集 計
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年齢×自然環境 関心 割合

• 年代 関心 あ ， やや関心 あ 回答 者 多 ， 歳代以降
，年代 上 ほ そ 割合 大 傾向

35.7%
41.7%

29.1% 26.6%
38.7%

45.9%
53.0%

66.1%

100.0%

50.0%
41.8%

28.6%

44.4%
57.3% 56.9%

54.8%
48.2%

45.8%
32.1%

49.0%7.1%

13.9% 12.6% 15.6%
6.5%

5.3%
7.6%

14.3%

1.0% 0.9% 0.6% 1.8%
0.9%

14.3%

1.2%

50.0%

0.7%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 (空白) 全体

関心あ やや関心あ あ 関心 い 関心 空白

n=14 n=36 n=103 n=109 n=93 n=170 n=83 n=56 n=5 n=4 n=673
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年齢×生物多様性認知度 割合

• 歳代 回答数 昨年 割 少 い ， 生物多様性 いう言葉 意味 知 い 割
合 . ％増え

• 小学生未満 含 歳代以下 ループ ， 概念 理解 難 い あ い
学習 機会 い 等 理由 ，比較的認知度 低 い 考え

• 生物多様性 いう言葉 意味 知 い 回答 代 ー 山型 ，
言葉 知 い 割合 歳未満及 代 多

7.1%

44.4% 48.5% 52.3%
60.2% 58.2%

49.4%
35.7%

60.0%

0.0%

51.0%
21.4%

30.6%

43.7% 42.2% 30.1% 35.3%
39.8%

48.2%

40.0%

50.0%

38.2%

64.3%

25.0%
7.8% 5.5% 9.7% 6.5% 9.6% 14.3%

25.0%

10.3%
7.1% 1.2% 1.8%

25.0%

0.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 (空白) 全体

知 い 聞い あ 知 い 空白

n=14 n=36 n=103 n=109 n=93 n=170 n=83 n=56 n=5 n=4 n=673
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自然 関心×生物多様性認知度 割合
n=281

n=330

n=51

n=5

n=673

• 自然 関心 程度 ，生物多様性認知度 違い 比較
• 生物多様性 いう 言葉 聞い い 知 い 回答 人 割合 ，自然 対 関心

ループ 最 多 ， 関心あ ループ 最 少
• 母数 大 開 あ ，自然 関心 高いほ ，生物多様性 認知度合い 高い 見 取

• 聞い あ 割合 やや関心あ ループ 半数近 ， あ 関心 ループ 6割近
占 ， 知識 あ いう 層 厚い わ

66.9%

43.3%

21.6%

16.7%

51.0%

26.7%

46.7%

51.0%

16.7%

20.0%

38.2%

6.0%

10.0%

27.5%

66.7%

20.0%

10.3%

0.4%

60.0%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

関心あ

やや関心あ

あ 関心

関心

空白

全体

知 い 聞い あ 知 い 空白

n=6
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年齢×豊 自然 実践 い 行動件数 割合

• 回答者 中 ，自然 実践 い 取組 件数 ， 件 最 多 ， ％ほ
あ ，質問内容 多 取組 実践 い 回答者 見受

• 実践 い い いう回答 ， 歳未満 多 ， 代 最 少

21.4%

11.1%

5.8%

6.4%

8.6%

5.9%

3.6%

10.7%

25.0%

7.1%

35.7%

16.7%

37.9%

28.4%

21.5%

26.5%

9.6%

10.7%

23.8%

14.3%

13.9%

33.0%

30.3%

31.2%

22.9%

21.7%

17.9%

20.0%

25.4%

14.3%

27.8%

13.6%

19.3%

18.3%

23.5%

25.3%

21.4%

20.0%

50.0%

20.8%

7.1%

22.2%

6.8%

10.1%

12.9%

8.8%

22.9%

19.6%

40.0%

25.0%

12.9%

2.8%

2.9%

3.7%

4.3%

9.4%

4.8%

14.3%

20.0%

6.1%

7.1%

2.8%

1.1%

2.9%

6.0%

1.8%

2.1%

0.9%

2.2%

2.4%

0.7%

2.8%

0.9%

3.6%

3.6%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

10歳未満
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

(空白)

全体

0件 件 2件 3件 4件 件 6件 件 件
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• 特 ，概念 理解 難 い低年齢層 い ，知識
，自然 対 意識付 重要 あ 考え

• 引 続 小学生等 対象 学習イベント 実施
，自然 対 興味 引 ，次世代 生 等
関心，理解 促 い

• 毎年実施 ーラ い ，施設や団体 連携
，分 や いテー 設定，別 分野 興味

生物多様性 工夫 多様 層 企画 検討
い い

• 自然環境 関心 生物多様性 認知度 必 比例
い 引 続 施設 い 生物多様性 概念
普及啓発 進 い い

• 自然や生物多様性 保全 行動 実践 い ， 何
良い 分 い ， 情報 少 い 多 ，

緊急性 感 い 一定数い 普及啓発，情
報発信 引 続 重要 ーラ 実施 加え，
各団体 取組 発信 情報発信方法 工夫 進 い

い

まとめ
• 自然環境 関心 い やや関心 あ 回答
割合 含 ，90％ほ 回答者 自然 対 関心
持 い 昨年度 約95％ 減少 ，自然体
験施設以外 アン ート 多 回収 減少

思わ
• 生物多様性 言葉 意味 知 い 回答 人
割合 ，51％ R3年度 42.6％ 増加 ，認識
深 い う え

• 自然 対 関心 持 い 人ほ 生物多様性 言葉
意味 知 い 人 割合 高 結果 ，
関心 あ 回答者 66.9％ 昨年度

11％ほ 増加
• 自然 関心 程度 高いほ ，生物多様性 認知度 高
い傾向 あ ，施設及 HP 回答 宮城県職員 対
象 アン ート 回答 比較 ，自然環境 関
心 生物多様性 認知度 必 比例 無

生物多様性 保全 ，相互 関係 重要
あ ，引 続 生物多様性 いう概念 普及啓
発 同時 ，自然への関心を高 て らえる取組が必要
あ 考え
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